
1 日時 令和　２年　１２月４日　（金）　　 １０：００～１２：００

2 場所 笹原小学校　ＣＳルーム

3 出席者 協議会委員： 宮内会長、芦原委員、渡瀬委員、黒見委員、森木委員、尾矢委員、谷川委員

荒川委員、後野委員、大西委員、立花委員、民谷委員、多田委員、黒谷委員

今村委員

村上校長

司会進行　：　    荒川ＣＳディレクター（委員）

4 内容

＊開会 あいさつ

宮内会長

・ 今年度はコロナウィルスの影響で活動もままならない状態であるが、10月に行った

九九聞き取りには、27名のサポーターに参加して頂き感謝している。

・ 次年度に向けた内容も協議したいので活発な議論をお願いしたい。

村上校長

・ 2年生対象で行った九九の聞き取りは、2か月間という長期に掛けて取組んで頂き

感謝申し上げたい。

・ コロナの影響で様々な行事が中止になったが、代替行事を行なったので紹介をしていきたい。

本日もよろしくお願いしたい。

＊協議内容

（１） ２学期の本校教育活動について

① サンテレビ　　＜情報スタジアム　４時！ キャッチ＞放送ＶＴＲ視聴

・ 10/12（月）に（ユニバーサルデザイン化　分かる　できる　快適な学校）のテーマで

本校が放送された内容についてＶＴＲ視聴。すぐ休日に再放送された。

② 行事について　

＊ ５年生自然学校代替行事　『思い出学校』　　　　　　　 10/3

＊ ６年生修学旅行代替行事　『オータムカーニバル』 10/30

＊ 体育大会代替行事　『合同体育参観』 11/10・11・18

・ コロナの影響で様々な行事が中止となったが、子供たちは行事を通して成長していくので

代替行事を検討、実施した。その内容を写真を通じて紹介、説明。(パワーポイントで)

③ 2年生九九の聞き取りについて

・ 前年度の教職員との交流会を通して要望の出ていた2年生対象の九九聞き取りは、学校運営委員・

笹ポーター・地域の方々27名の参加を得て行って頂いた。一部ＴＶ放送にもあったが、

様子を写真にて説明。

・ 学級懇談会、学校評価アンケートなどでの保護者の声を紹介。（内容は下段に記載）

・ 2か月間行ったが、最終日（11／30）には2年生の各クラスに分かれて会長からノートを配布、

子どもたちからは、感謝のことばとお礼の手紙、校長から感謝状を手渡した。

＊ 今まで説明など行う時、口頭や文章であったが、今回は映像や写真を用いることで説明

内容をより理解して頂ける様にした。次回以降も工夫しながら進行してほしい。（ＣＳディレクター）

感想、意見 ○ 九九の聞き取りは、笹ポーターの皆さんをはじめたくさんの方々にやって頂いて、非常に感謝

しています。（保護者）

○ 聞いて頂いたお陰で、意欲をもって覚えていました。（保護者）

○ ユニバーサルデザインには、大きく分けて授業、教育の2種類がある。(後野委員)

授業のＵＤ・・・分かったという喜びを求めている。

教育のＵＤ・・・過ごしやすい、分かりやすいを求めている。（地域と一体で）

今回の九九の聞き取りは、授業の中身まで大きく立ち入らずに一線を守って取組まれている

点は非常に素晴らしく良い取組で、学校が主体となり地域と協力して、行なっているのが現状である。
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○ 今回の映像や写真などを、多くの保護者、地域の方に見て頂ければ取組等について、理解を

深めていただけるのではないかと思う。

○ 笹中も殆どの行事を中止せざるを得なく、特に修学旅行では生徒のショックも大きかった。

日程変更等検討したが叶わず、代替として六甲山牧場に行ったが楽しんでいたようだった。

トライやるウィークも中止で、代替として笹原公園の落ち葉清掃をクラスごとに計画・実施し

体験活動を行なった。1年生についても検討中である。

体育大会の代替行事は、学年ごとに内容を企画して実施した。

合唱コンクールも県内他校でクラスターが発生し実施が心配されたが、運営を工夫しながら

実施する予定。(多田教頭)

○ 行事が中止で残念だったが、、代替行事等を実施して頂き子供の様子も見れて感謝している。

○ 代替行事の方が例年と違うので、内容次第で子供たちに余計に心に残るのではないかと思う。

○ 九九の聞き取りは2年生だけにスポットが当たっているが、保護者の立場としては1年生の足算

引算、本読みなどを含め、他の学年も行なって欲しい。

○ 5.6年生共通であるが、普段できる事が出来ないなど、企画等にかける時間は例年以上であった。

自然学級は、例年リーダー（大学生）中心であるのに対し、代替行事は先生方が全て行う必要が

あり準備などではしんどさもあった。実施後の子どもたちや保護者より、良かったという概ね好評

だったので、5・6年の先生方の疲れも吹っ飛んでいたようだった。(黒谷教頭)

（２） 本年度の重点取り組みについて

① 学習にふさわしい環境づくり

＊ 県民まちなみ緑化事業（第2期中には改造計画）・・・・・・席上配布資料参照

・ 昨年度（令和元年度）に池の整備や、芝生張りとかを実施済。・・・笹っ子ガーデンと命名

・ 今年度、南校舎の外観工事完了にて足場等撤去されたので、2期目として工事の申請を行なった。

・ 申請の認可がおりて、1月～2月に整備を進める予定。

② 学校と地域のさらなる連携（笹ポーター）

＊ 学校運営協議会便り【笹っ子応援団】　　第４号　　（席上配布資料参照）

・ 本来、昨年度末に3号として配布予定だったものだが、笹ポーター活動再開に合わせ、

笹ポーター拡大募集の内容で第4号として11月に発行。

保護者家庭及び各自治会に11月中に配布済。

・ 第4号を見て数人の方より学校の方へ問い合わせがあり内容を説明、

新たに近隣住民や、在校生のおばあ様が登録して頂いた。(植栽剪定、ウサギの世話)

・ 1年間の振り返りと次年度の取組内容を、第5号として年度末（3月）に発行予定。

・ 九九の聞き取りはインパクトがあったので、表裏どちらかに特集として載せたらどうか。

・ 他に、掲載して欲しいことなど案やアイデアがあれば校長先生まで連絡する。

＊ 九九の聞き取りについて報告・・・・・・森木委員

・ 期間・・・10/1～11/30の2か月間

・ 時間・・・10:25～10:50、12:25～12:50

・ 聞き取りボランティア・・・・・・・・27名　　（運営委員：8名、笹ポーター：14名、その他：5名）

述べ：４５０名の参加を得た。

（年代別では、40代：３名・50代：5名・60代：９名・70代：10名）

・ 九九カード・・上がり算、下り算など30項目のクリアで合格を目標として実施

11/30時点で大半がクリア（期間延長で追加合格者も）　

・ 合格できなかった児童に対しては、もう少し延長もしくは先生の方へ引継ぎ実施を検討

参加して頂いた委員の感想

・ 近江商人の三方良しに例え、四方（児童、先生、学校、地域・保護者）良しと思う。

・ 当初は、子供達も緊張していたが、慣れてくるに従って親しみが双方に出てきた。

・ やってよかったと思う。

・ みんな一生懸命だったが、家で頑張った子供と少し頑張りが足りなかった子供の差が

日を追うごとに出てきたように感じられた。



・ 機会があれば、合格に一歩足りなかった子供たちの特訓をしてあげて、全員合格となる

ように特訓をしてあげたい気持ちである。

・ 週に1回程度しか来れなかったが、こういう取組は継続が必要だと感じた。

・ 子供達も真剣にやってくれていることが嬉しかった。

・ 学校や子ども達に受け入れて貰っているということが嬉しかった。2か月間も来ていると、

子供達の方もいてくれて当たり前と感じてくれていた。

・ 参加させて頂いて楽しかったし、参加して良かったと思った。もっと参加したかった思いである。

・ 詰まりながらも一生懸命、答えようとしている姿に感動した。

・ 我が子の時に、家庭でここまでしてやれてなかったことに後悔している。

・ 九九を言うだけではなく、初めと終わりにしっかりと挨拶（お願いします、ありがとうございました）

が出来ていて、聞く方も気持ち良く参加できた。

・ 今回は運営委員の人脈と声掛けで27名の参加を得たが、今後はどうやって安定的に人数を確保

をしていくかが課題であると感じた。

・ 取り纏めをして頂いた委員の負担が大きかったのではないかと思う。

・ 聞き取り終了後に参加したメンバーで意見交換を行ない、運営に活かせたことが良かった。

・ 日によってボランティアメンバーが入れ替わるので、コアになる人がいないと安定的な運営が

出来ない可能性がある。

・ 多くの方に協力頂いて感謝している。今回の九九の聞き取りは先生方の要望でもあったし、

目的が達成できたと思っている。

・ まだまだ先生方の要望もあり、この流れを来年度以降にも繋げていきたい。

・ 最終日に子供たちから感謝状を頂いたりして、嬉しくてやって良かったと思っている。

・ 積極的に参加できる子と苦手な子がいるので、気を配って行うことも必要である。

・ 聞いて貰って合格となることにより、やればできると自信をつけてあげれたことが素晴らしい

取組であったと思う。

・ 上級生の保護者からは、自分の子どもの時にこのようにしていただけたらという言葉があった。

・ 一年生の保護者からは、是非来年もお願いしますとの声が大きかった。

・ 先生方の大変さが凄く分かったような気がした。

③ 今後について

＊ 先生方との交流会を1月もしくは2月に開催し、要望や意見を聞いた後に今後の重点項目を

3月最終回に決めていく。

＊ 掃除に関しては、昨年来からの要望でもあり運営方法を次回以降に検討していく。

（先生方と共同でビデオの活用等も検討）

＊ クラブ活動については、コロナの影響を考慮して密や接触のリスクの少ないもの

の支援を行なう。（今年度は手芸のみ要請が来ている）

＊ 来年度の重点取組事項は、今年度の継続とする。

１．「学校の支援」地域との連携→【笹ポーター】の活動開始

２．「教育環境の充実」→美しい学校作り

・ 学校が行っていることや様子など、まだまだ地域の方に伝わっていないと感じる。

地域と一体となる上で、情報発信をより強化していくべきかと思う。

・ 各自治会の協力を得て学校だよりを、各自治会掲示板に貼り出しているが、

もっと多くの人に見て頂ける工夫も必要ではないかと思う。

・ 文章や写真だけでは伝わりにくい部分もあるので、映像等で紹介する手法も取り入れて

はどうか。

・ 少しずつではあるが、学校の取り組みや現在の様子が、地域に浸透してきているとは感じている。

＊ 見守り活動については、少し厳しい状況になってきていると感じている。

・ マナーを守らない大人の方にも問題はあるかと思うが、立っていることに迷惑と感じてる

人もいてる。一旦停止の声掛けとかするとすごまれたりすることもあり、最近では躊躇している。

・ 人を増やしたいが、ボランティアとしての限界がある気がしている。



・ 交差点等に立つだけでは無しに、家の前や身近なところで出来る見守り活動などの方法も

検討する必要もあると感じている。

・ 他校の事例などあれば紹介していただき参考としたい。

・ 朝の立ち当番は保護者（愛護部中心）で行っているが、自主的に地域の方が立って下さって

るところもある。しかし、子供たちや保護者等にそういう方が居てくださってることが浸透していない。

色々な方の協力で登下校の安全が保たれているが、当たり前の風潮になっていないでしょうか。

感謝の気持ちも含め、ホームルームや集会等でもっと発信して欲しいと思う。

＊ 将来的取組として、中学校、幼稚園との連携も含めた内容を検討していくことも視野に入れるべきかと思う。

＊今後の運営協議会の開催予定は、

① 第４回　　平成30年度を１回目として始めた、本年度(第3回目)の教職員との交流会

② 第５回　　令和2年度総括とします。

（３） 伊丹市学校運営協議会研修（ＤＶＤ視聴）
＊ 本日は視聴時間がない為、ＤＶＤを各委員の皆さんに回覧するのでご自宅にて視聴して

していただく。 （回覧順等は校長先生、ＣＳディレクターに一任）

（４） その他

＊ 平成31年度に【県民まちなみ緑化事業】にて整備時に植樹等を行なった

今日は「マイヤーレモン」「はな柚子」「温州ミカン」を賞味して頂くため配布。

５ 閉会 荒川ＣＳディレクター

本日も、お疲れさまでした。



前年度の教職員との交流会を通して要望の出ていた2年生対象の九九聞き取りは、学校運営委員・

2か月間行ったが、最終日（11／30）には2年生の各クラスに分かれて会長からノートを配布、

内容をより理解して頂ける様にした。次回以降も工夫しながら進行してほしい。（ＣＳディレクター）

九九の聞き取りは、笹ポーターの皆さんをはじめたくさんの方々にやって頂いて、非常に感謝

今回の九九の聞き取りは、授業の中身まで大きく立ち入らずに一線を守って取組まれている

点は非常に素晴らしく良い取組で、学校が主体となり地域と協力して、行なっているのが現状である。
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将来的取組として、中学校、幼稚園との連携も含めた内容を検討していくことも視野に入れるべきかと思う。


